
  

 

第１３９８回 例会 ２０２０年（令和２年）６月２２日 

（ロータリー親睦活動月間） 

 

前回（６月１５日）例会記録  

◇プログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ  

 

１．来客紹介         

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：０名 合計：０名 

   

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。 

無観客ではございますが、どうぞごゆっくりとお過ごし下さいませ。 

さて、今回は冒頭に少々寂しいお話がございます。 

先日、チャーターメンバーの武田会員から、6月末での退会のお申し出がありました。 

急なことですのでまだ連絡がきちんとできておりませんが、取り急ぎお知らせ申し上げます。 

 

最近は気温もあまり下がりませんので、マスクをしながら活動するのはちょっと辛いものがありますので、屋外の場合は 

外すようにしています。 

同時に、先週から大阪も梅雨入りとなり、毎日雨が続いています。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「船場ソング」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 卓 話 塩尻 明夫 会長  甚田 隆康 幹事 

○ 撞木引継ぎ 

・めだかの学校 

・山の音楽家 

・山のごちそう 



 

 

ここ数年は梅雨というより雨季というのがふさわしい激しい降り方をすることが多く、今年も豪雨災害が心配されています。 

特に避難所における感染予防については確実な対策がなく、ロータリーで何かできないかと考えている所でもあります。 

さて、このような雨や冬場の雪は、森林とともに日本に大きな水資源をもたらしています。 

高度成長期には森林の開発や河川の護岸化、生活・工場廃水による水質汚染、地下水の過剰な汲み上げなど、水資源の 

豊かさを浪費するかのような活動が盛んでした。 

近年になってようやくこれらの重要性が見直され、少しずつ水環境は改善してきているように思います。 

実は、私は今回の新型コロナ感染症で日本が、少なくとも第一波のパンデミックを世界的にも低い水準で抑えることが 

できた一番の原因ではないかと考えております。 

海外の様々な国を旅する皆さんはよくご存知と思いますが、日本以外で水道水をがぶがぶ飲める国なんてほとんどありま 

せん。先進国のホテルですら、シャワーの水や飲み物を冷やすための氷を口に入れると腹をこわす場合があります。 

他方、日本にいる我々は、飲料用にも全く問題なく使える水をトイレを流すために使っています。 

私たちはこの大きなインフラ、要するにジャブジャブ使える水に助けられたのではないかなぁというのが私の考える所です。 

今回の感染症予防には、手洗いなど清潔さを保つことが大きな効果を上げることがわかっています。 

しかし、日本のように惜しげもなく流れる水を使って手を長時間洗える地域に住む人は世界的にも限られており、もちろん 

清潔さに関わる習慣も相まってこのような差が出たのではないかと思います。 

このような「普段気づかないありがたさ」は、まだまだ身の回りにたくさんあると思います。 

そういったものを大事にしつつ、コロナ後の事業活動やロータリー活動に生かしていきたいと考えています。 

途中で大変な期間があったものの、来週がようやく最後の例会となりました。 

正式なご挨拶は来週申し上げますが、まずは１年間本当にありがとうございました。 

最後から２番目の会長の時間を終わります。 

 

３．ニコニコ報告  中嶋 啓至 親睦委員 

岡本茂 会員・・・・本日卓話です。良かったら聴いて帰って下さい。 

清水、栗原、新川、伊藤、大嶋、甚田、松谷、岡本（真）、井澤、塩尻、片岡、北野、宮原、吉本、小山、原山、俣野、 

山川、沖、藤井、中西、平山、中嶋、小島、中村、岡野、 

  各会員・・・・今週金曜日 ようやくプロ野球開幕です! 

 

４．出席報告 俣野 富美雄 ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ３０名 出席率 ８６％ 

第１３９５回（３月２日） 修正出席率 ９７％ 

 

５．次年度会長方針  岡本  茂 会長エレクト 

 

次年度のＲＩのテーマは、Ｒotary Opens Opportunities 「ロータリーは機会の 

扉を開く」です。ホルガー・クナーク次年度ＲＩ会長のビジョン声明には、「私たち

は世界で、地域社会で、自分自身のなかで持続可能な良い変化を生むために、

人々が手を取り合って行動する社会を目指しています。」とあります。 

 

 

 



 

 

次に、２６６０地区ビジョンは、『魅力ある・元気ある・個性ある』クラブを目指す。 

スローガンは、「ロータリーの『基本』を再認識して、ロータリアンとしての『誇り』と『自信』を持ち、ロータリーの 

『未来』をつくる」です。 

さて、わが船場ロータリ－クラブは、ご承知の通りコロナ禍の一年になり、これまで 32年間でクラブが行ってき

た活動プログラムが大きく制限を受け、その内容や実施方法が変更される可能性があります。とくに親睦活動や

奉仕活動が、どの程度実施できるのかは見通せない状況です。しかし、ピンチはチャンスのときです。 

会員の知恵と工夫で、次の船場を考える絶好の機会にしたいと思います。 

会員増強は何より喫緊の課題です。引き続き体験例会を適時開催し、新規入会への流れをつくります。親睦は、

とくに若手会員が中心となって企画・運営するイベントを検討いたします。国際奉仕を含めた様々な奉仕活動は、

親睦やクラブのＰＲ活動に活かせるよう工夫します。また、来年度はおおむね 3年未満の会員を中心とした研修

会も実施します。 

会員が減少傾向にあるなかで、クラブ創設以来の新たな危機を迎えたといっても過言ではありません。 

しかし、こんな時こそ全員野球で将来に向けた明るく、楽しい、有意義なクラブ活動にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

                                ★７月例会予定★ 

 

 

 

 

 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 ６  

 

 

 

 

 

片岡                                                               年初卓話：会長・幹事  

クラブフォーラム 

於：hotel it. 

「君が代」 

「奉仕の理想」 

お誕生日お祝い 

理事会１６：００～１６：５０ 

フォーラム１７：００～１７：５０ 

懇親会１８：００～２０：００ 

 

１３ 

 

片岡     

                              

委員会活動方針： 

職業・社会・青少年 

「四つのテスト」 お食事：洋食 

※駐車場混み合う恐れがあります 

 

２０ 片岡   委員会活動方針： 

国際・R財団・米山・ 

SAA・戦略  

 

「今日も楽しい」 

 

お食事：軽食 

 

27 
片岡  委員会卓話： 

会員増強委員会 

 

「日も風も星も」 お食事：和食 



 

 

               ２０１９-２０２０年度 連続皆出席会員名簿 

 

                                         SAA委員長 俣野 富美雄 

連続年数 人数          会   員   名 

 32年 4 甚田 隆康 北野 克己 澤田 宗久 武田  實      

30年 2 平山 明彦 俣野 富美雄    

 28年 １ 井澤 武尚       

 27年 1 伊藤 清一       

 24年 2 大嶋 捷正 清水 清一   

 23年 2 片岡 清夫 西村 文延      

 22年 １ 松谷 廣信      

19年 １ 小島 常男      

15年 1 中村  一      

14年 1 沖 真一郎       

 12年 2 小山 章松 松永  修       

 11年 1 塩尻 明夫      

 10年 2 岡本  茂 新川 晃生     

 9年 1 林   拓      

 7年 3 大磯 隆一 岡本 真太郎 宮原  彰   

 6年 1 岩崎 寿英     

 4年 1 岡野 秀章      

 3年 1 藤井 宏明      

 2年  2 原山  歩 山川 良知    

 １年 1 吉本  力      

合計 31      

                                                      （敬称略） 

 

  ホームクラブ１００％出席  澤田 宗久  塩尻 明夫  宮原  彰  原山  歩 

 

  贈呈品  商品券 

 

 

 

 

 


